


Two circles. Art in the middle of it.
Become a place of beginnings.

本芸術祭は、アートの力で室蘭の魅力を発見・発信し、
まちづくりや室蘭の「新しい文化地図」をつくることを目的に様々な活動をおこなっています。

今回は、メイン会場として２つの円形校舎のある※旧絵鞆小学校、
初回から協力をいただいてる千穐萬歳堂、中央町にて作品展示をします。
食事スポット等の紹介もこのパンフレットでお知らせします。

アート作品によりまちの見慣れた風景が変わる。
人が集まり、交流し、室蘭の魅力を再発見してほしいと考えています。

会場にいるスタッフや、お客さん同士で話しをしてみましょう。
展示を撮影して感想も添えてSNS等で発表してみてください。
そういったちいさな交流が芸術と文化をつくると私達は思うのです。

ふたつの円
その中のアート　
はじまりの場所 になる

※旧絵鞆小学校
1960年に建設された2棟の円形校舎小学校。閉校により「体育棟」解体の方針が、クラファン活動等により2020年に
（一社）むろらん100年建造物保存活用会へ売却。現在は縄文時代の展示など室蘭市の新たな文化発信スペースと
して期待されている。今回、本芸術祭で初の本格的なアート展示を開催する。https://etomo-enkei.com/media/

Muroran Art Project 鉄と光の芸術祭2023

会　  期：2023年9月9日・10日・16日・17日・18日・23日・24日 [7日間] 開館時間10:00-16:00 ※9月8日(金)17：00～ オープニングパーティー
　　　　 ※千穐萬歳堂の展示は、9月16日（土）・17日（日）・18日（月）・23日（土）・24日（日）の5日間
主な会場：旧絵鞆小学校（祝津町2丁目）、千穐萬歳堂（海岸町3丁目）、室蘭市中央町スピーカー（中央町）
参加作家：五十嵐淳、石田勝也、今村育子、上遠野敏、川村弘文、千代明、高橋喜代史、畑中正人、室蘭工業大学山田研究室
パフォーマー：澤口勝、音tuLaLa×書Natsuki 
主      催：Muroran Art Project
協      力：（一社）むろらん100年建造物保存活用会、蘭歴建見会、 室蘭工業大学山田研究室
後　　援：室蘭市、室蘭市教育委員会、室蘭商工会議所、（一社）室蘭観光協会、北海道新聞社、室蘭民報社、室蘭まちづくり放送（FMびゅー）

◯オープニングパーティー　9月8日(金)17：00～ 旧絵鞆小学校野外スペース（旧絵鞆小ライトアップ・室蘭クイズ大会・飲食ブース等）
○お問い合わせ　Muroran Art Project メールアドレス:info@m-a-p.jp
※開館・閉館時間は各会場によって異なります。公式サイト及び公式パンフレットをご確認ください。

室蘭の新しい文化地図をつくる

Muroran Art Project（MAP）とは
アートの力で室蘭の魅力を発見・発信し、まちづくりや「室蘭の新しい文化地図をつくる」ことを目的に、様々な活動を続けています。 https//m-a-p.jp/










